
 

 

 

 

 

2026年度事業計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

目 次 

 

事業計画策定にあたっての基本的視点 ................................. 2 
 

Ⅰ．評価事業 ....................................................... 4 

 １．諸基準の設定及び改定 ......................................... 4 

 ２．機関別認証評価 ............................................... 4 

 ３．専門職大学院認証評価 ......................................... 5 

 ４．分野別評価 ................................................... 6 
 

Ⅱ．調査・研究事業 ................................................. 7 

 １．大学評価に関する調査研究 ..................................... 7 

 ２．大学評価研究所の活動 ......................................... 7 

 ３．所蔵資料のアーカイブズ化への取組み ........................... 7 
 

Ⅲ．国際化事業 ..................................................... 8 

 １．海外の質保証機関との連携・交流 ............................... 8 

 ２．共同認証評価 ................................................. 8 

 ３．海外への情報発信 ............................................. 8 
 

Ⅳ．法人運営関連事業 ............................................... 9 

 １．広報等 ....................................................... 9 

 ２．本協会職員等の資質向上に向けた取組み ......................... 9 

 ３．本協会の組織体制の強化に向けた取組み ......................... 9 

 ４．各事業への支援・環境の整備 ................................... 9 

 ５．80周年記念事業の検討 ......................................... 9 
 

 

  



 

2 

事業計画策定にあたっての基本的視点 
 

 大学基準協会（以下「本協会」という。）は、その目的を定款第３条に「内外の大学に

関する調査研究を行い、会員の自主的努力と相互的援助によって、わが国における大学の

質的向上を図るとともに、大学の教育研究活動等の国際的協力に貢献すること」と定めて

いる。そして、定款第４条では、この目的を達成するために、次の事業の実施を掲げてい

る。 

 

一 大学の教育研究活動等に関する第三者評価 

二 大学の質的向上のための大学基準等の設定及び改善並びに活用 

三 内外の大学に関する資料の収集及び調査並びに研究 

四 大学の教育研究活動等の改善のための助言及び援助並びに情報の提供 

五 大学の質的向上に必要な研究会及び協議会等の開催 

六 大学の教育研究活動等に関する国際間の情報の交換並びに協力 

七 大学の教育研究活動等に関する資料の刊行 

八 その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

少子化の急速な進行やコロナ禍を契機とする価値観の多様化、生成ＡＩの進歩に代表さ

れる社会全体のＤＸ推進の波など、近年のわが国の社会の変容は非常にめまぐるしいが、

高度に社会的な存在である高等教育もまた、このような時代の変化に合わせて柔軟にその

かたちを変えていく必要がある。 

 本協会は、わが国の高等教育の質の向上という不変の目的における自らの役割と責任を

確実に果たすため、2024年９月「大学基準協会の 2030年に向けたビジョン」を策定する

とともに、これをもとに 2025～2029年度の中期目標・中期計画を立案した。 

同目標及び計画に基づき本年度は、①第三者評価事業の充実、②大学の質的向上を支援

する取組の実践、③大学教育の質保証に関わる調査研究の推進、④質保証活動の国際化、

⑤本協会の組織の強化及び効果的・効率的運営という基本的方針の下、以下の通り、４事

業領域に亘る事業を多角的に実施していくこととする。 

 

Ⅰ．評価事業 

 Ⅱ．調査研究事業 

 Ⅲ．国際化事業 

 Ⅳ．法人運営関連事業 

  

評価事業では、第４期２年目を迎える機関別認証評価をはじめ、各専門職大学院認証評

価を十全に実施し、大学、短期大学及び専門職大学院の質を保証するとともにその向上に

貢献する。これら認証評価に加え、本協会が独自に実施している分野別評価を引き続き実

施し、それぞれの教育の質の保証・向上に貢献する。また、文部科学省が実現を目指して
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いる新たな評価制度の方向性を見極め、本協会としての対応策を検討する。さらに、評価

だけではなく、各大学の自己点検･評価や内部質保証に資する支援も行う。 

調査研究事業では、「大学評価研究所」を中心に、大学教育及び質保証のあり方等に関

する調査研究に取り組み、その成果を本協会の諸事業の充実・発展に役立てるとともに、

社会に公表し、会員に還元すべく様々な活動を行う。 

国際化事業では、本協会がホストとなり開催した INQAAHE Conference 2025の成果等を

もとに、各国の評価機関との連携及び共同認証の実施等を通じて、評価の国際通用性の向

上を目指す。さらに、本協会の国際的なプレゼンスの向上に向けた活動を行っていく。 

法人運営関連事業では、本協会と本協会の実施する事業に関する広報活動に力を入れる

とともに、組織体制の強化及び職員の資質向上に努め、効果的・効率的な事業運営を実現

するために必要なソフト・ハード両面での環境整備を行っていくこととする。また、2027

年度に本協会創立 80周年を迎えるにあたり、記念事業に関する検討を進めていく。 

 

各事業の詳細な内容については、次ページ以降に記載する。 
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Ⅰ．評価事業 

 評価事業では、「１．諸基準の設定及び改定」、「２．機関別認証評価」、「３．専門

職大学院認証評価」、「４．分野別評価」を中心に以下の事業展開を行う。 

 

１．諸基準の設定及び改定 

（１）基準委員会における大学教育や質保証に関する総合的な審議 

（２）質保証における学生参画の実装に向けた審議 

（３）質保証の将来課題に関する検討（新たな評価制度への対応、質保証プロセスにお

けるＡＩ活用、国境を越えて提供される教育に対する質保証のあり方等） 

（４）経営系専門職大学院基準の改定 

（５）知的財産専門職大学院基準の改定 

 

２．機関別認証評価 

（１）大学評価 

１）大学評価（認証評価）の実施（公立３、私立 22） 

２）追評価の実施（私立１） 

３）改善報告書の検討（公立２、私立 44予定） 

４）各大学の自己点検･評価や内部質保証に資する支援の実施 

① 次年度に大学評価を申請する大学向けの説明会、動画資料等の作成と提供 

② 改善の取組みや、前年度評価結果に基づく内部質保証、学習成果の把握・評

価、特色ある取組みに関する事例報告会 

③ スタディー・プログラムの開催（年３回、正会員校対象） 

④ 個別の大学に対するスタッフ派遣 

⑤ フォローアップミーティング等の試行的実施（２校程度） 

５）評価業務の効率化 

① 評価作業のＩＣＴ化に向けたシステム構築 

 

（２）短期大学認証評価 

１）短期大学認証評価の実施（公立１、私立１） 

２）各短期大学の自己点検･評価や内部質保証に資する支援の実施 

① 次年度に短期大学認証評価を申請する短期大学向けの説明会、動画資料等の

作成と提供 

② 改善の取組みや、前年度評価結果に基づく内部質保証、学習成果の把握・評

価、特色ある取組み等に関する事例報告会 

③ スタディー・プログラムの開催（年３回、正会員校対象） 

④ 個別の短期大学に対するスタッフ派遣 

３） 評価業務の効率化 

① 評価作業のＩＣＴ化に向けたシステム構築 
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３．専門職大学院認証評価 

（１）法科大学院認証評価 

１）改善報告書の検討（私立４） 

２）教育課程又は教員組織の重要な変更に対する評価の実施 

 

（２）経営系専門職大学院認証評価 

１）認証評価の実施（公立１、私立２） 

２）前年度認証評価実施大学院の指摘事項の改善に向けた計画等の検討（公立３、

私立４） 

３）改善報告書の検討（私立１） 

４）教育課程又は教員組織の重要な変更に対する評価の実施 

５）海外の関係機関（ＡＡＰＢＳ、ＥＦＭＤ、ＡＡＣＳＢ等）との機会を捉えた協

議・交流等 

６）ＪＵＡＡビジネス・スクールワークショップの開催（年１回、ＭＢＡ教育を実

施している大学院関係者等向け） 

７）基準の改定と並行した評価方法の見直し 

 

（３） 公共政策系専門職大学院認証評価 

１）認証評価の実施（私立１） 

２）前年度認証評価実施大学院の指摘事項の改善に向けた計画等の検討（国立１） 

３）教育課程又は教員組織の重要な変更に対する評価の実施 

 

（４）公衆衛生系専門職大学院認証評価 

１）認証評価の実施（国立１） 

２）前年度認証評価実施大学院の指摘事項の改善に向けた計画等の検討（私立１） 

３）教育課程又は教員組織の重要な変更に対する評価の実施 

 

（５）知的財産専門職大学院認証評価 

１）教育課程又は教員組織の重要な変更に対する評価の実施 

２）基準の改定と並行した評価方法の見直し 

 

（６）グローバル・コミュニケーション系専門職大学院認証評価 

１）教育課程又は教員組織の重要な変更に対する評価の実施 

 

（７）デジタルコンテンツ系専門職大学院認証評価 

１）認証評価の実施（私立１） 
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（８）グローバル法務系専門職大学院認証評価 

１）認証評価の実施（私立１） 

 

（９）広報・情報系専門職大学院認証評価 

１）認証評価の実施（私立１） 

 

（10）評価業務の効率化（全分野） 

１）評価作業のＩＣＴ化に向けたシステム構築 

 

４．分野別評価 

（１） 獣医学教育評価 

１）獣医学教育評価の実施（私立１） 

２）改善報告書の検討（国立２（共同教育課程）） 

 

（２） 歯学教育評価 

１）歯学教育評価の実施（国立２、公立１、私立３） 

２）追評価の実施（国立１） 

 

（３） 評価業務の効率化（全分野） 

１）評価作業のＩＣＴ化に向けたシステム構築  
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Ⅱ．調査・研究事業 

 調査研究事業では、「１．大学評価に関する調査研究」、「２．大学評価研究所の活

動」、「３．所蔵資料のアーカイブズ化への取組み」を中心に事業展開を行う。 

 

１．大学評価に関する調査研究 

（１）前年度に大学評価を受けた大学に対するアンケート調査の実施 

（２）第 16回大学評価シンポジウムの開催（評価者として登録中の者を対象） 

（３）第 13回学長セミナーの開催（正会員校対象）  

 

２．大学評価研究所の活動 

（１）「今後の日本社会における認証評価制度及び認証評価機関のあるべき姿に関する

調査研究」の実施 

（２）「学習成果の可視化と教育改善への接続に関する実践的研究」の実施 

（３）大学評価研究所大会の開催（１回、正会員校及び賛助会員校対象） 

（４）公開研究会の開催（１回、正会員校及び賛助会員校対象） 

（５）研究誌『大学評価研究』の刊行（１回） 

（６）『大学職員論叢』電子版の発行（ウェブサイト掲載）（１回） 

 

３．所蔵資料のアーカイブズ化への取組み 

（１）外国語文献・資料のアーカイブズ化 
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Ⅲ．国際化事業 

国際化事業では、「１．海外の質保証機関との連携・交流」、「２．共同認証評価」、

「３．海外への情報発信」を中心に事業展開を行う。 

 

１．海外の質保証機関との連携・交流 

（１）合同職員研修（派遣）の実施 

（２）ＭＯＵ提携機関との交流 

（３）ＡＰＱＮ、ＩＮＱＡＡＨＥ等の国際会議への参加 

 

２．共同認証評価 

（１）共同認証評価の実施（モンゴル等の大学の評価） 

（２）共同認証評価に関する説明会の実施 

（３）プログラム評価の実現に向けた検討 

 

３．海外への情報発信 

（１）2025年度実施の各種評価結果の英訳版の作成と公表 

（２）評価基準（法科、グローバル・コミュニケーション）の英訳版の作成と公表 

（３）英語版のニュースレターの作成と公表 

（４）大学の特色ある取組みを紹介するデータベースの構築 
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Ⅳ．法人運営関連事業 

 法人運営関連事業では、「１．広報等」、「２．本協会職員等の資質向上に向けた取組

み」、「３．本協会の組織体制の強化に向けた取組み」、「４．各事業への支援・環境の

整備」、「５．80周年記念事業の検討」を中心に事業展開を行う。 

 

１．広報等 

（１）『会報』、広報誌『じゅあ ＪＵＡＡ』等の刊行（会報：1回、じゅあ：２回） 

（２）ホームページのリニューアル及びＳＮＳ等を利用した情報発信 

（３）高校教員を対象としたセミナー又はその他の情報発信等の実施（１回） 

（４）2026年度総会の開催 

 

２．本協会職員等の資質向上に向けた取組み 

（１）各種職員研修の実施 

（２）「大学基準協会職員像」に沿った職員育成にかかる取組み 

（３）所属長との面談制度の検討・試行 

 

３．本協会の組織体制の強化に向けた取組み 

（１）本協会全体の自己点検・評価の実施 

（２）上記に基づく国際的な外部評価の受審に向けた準備 

 

４．各事業への支援・環境の整備 

（１）組織全体の業務の現状分析とＤＸ化の検討 

（２）コンプライアンス強化に必要な規程の改定及び制定 

（３）職員意識調査の実施と職員エンゲージメント向上のための取組み 

（４）本協会ビル３階オフィスフロア改修（2027 年度予定）の検討及びその他必要な修

繕の実施 

 

５．80周年記念事業の検討 

（１）本協会創立 80周年記念事業の企画 

 


